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◆
特
選
１
席
　
「道
」
河
村
　
孝

一
（玉
東
町
）

体
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、
休

し
て
年
間
４
～
５
点
ほ
ど
絵
を
書
い
て

過
去
に
も
大
き
な
絵
画
展
に
出
展
し
入
選
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
大
阿
蘇
絵
画
展
は
以
前
か
ら
レ
ベ
ル
が
高

い
と
の
評
判
で
し
た
の
で
、
特
選
１
席
に
選
ば
れ
て
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。

阿
蘇

の
素
晴
ら
し

い
景
観
を
自
分
な
り

に
表
現
し
、
来
年
も

ま
た
大
阿
蘇
絵
画
展

に
出
展
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

卜財鱚

ゝ

′

Ｈ
月
７
日
か
ら
Ｈ
日
に
か
け
て
、

今
年
で
Ｈ
回
目
に
な
る
大
阿
蘇
絵
画

展
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
九
州
各
地
か
ら
２
０
５
点

の
出
展
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
特
選

。

入
賞
を
含
む
８１
点
が
入
選
し
、
期
間

中
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
は
、
「
こ
こ
２
～
３
年

の
特
徴
と
し
て
、
特
に
作
品
の
水
準

が
高
く
な
り
、
入
選
と
選
外
の
差
が

紙

一
重
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
多
彩

な
テ
ー

マ
で
個
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
の

力
作
が
多
く
、
な
か
で
も
今
回
は
洋

画
に
大
作
が
見
ら
れ
た
。
」
と
の
評
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
は
熊
本
県
文
化
協
会
最
高

顧
間
の
三
浦
洋

一
氏
、
熊
本
県
立
美

術
館
副
館
長
の
坂
田
燦
氏
、
熊
本
県

美
術
協
会
評
議
員
姫
野
豊
氏
の
三
氏
。

●

す ど°
を 私
禾」は
用 団

目
目
目
■
■
■

●

い 日
ま な

鑓

，
一

■

鱚
目

―

≒

●
一“

■
■
■
■

馬翔太君、工藤翔

第36回熊本県発明工夫展が開催され、小学生の部で高森小学校の 4名 の作品
が見事入賞しました。

発明工夫展は、簡単でしかも実用的なところに重点を置いて審査されます。

三井大和君と工藤翔平君 (いずれも6年生)の共同作品「水はねしないバケツ」
は、掃除の時いつもバケツで水を運んでいて、水がはねてこぼれる事が多いこ

とから考え出された、輪ゴムとベニヤ板だけを使った作品で熊本県賞 (最高の賞)

に輝きました。

また、船山裕稀さん (5年生)の作品 「変化する迷路遊び」がKKT賞 に、
相馬翔太君 (5年生)の作品 「カラフルラック」が優賞にそれぞれ選ばれました。

1.水と緑と上のにおい、いつぱいの住みよい町 |こ

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にしま

3.老人

4.勤労

を大切にし、子ど

を

◆
特
選
１
席

「道
」

◆
特
選
２
席

「火
の
舞
」

◆
審
査
員
賞

「乖
「
の
楢
」」

「阿
蘇
の
恵
」

「森
の
調
」

◆
入
　
　
賞

「牛
２
」

「と
う
も
ろ
こ
し
」

「残
照
」

「村
」

「仏
歌
」

「冬
の
山
肌
」

「秋
関
く
」

「噴
煙
」

「風
」

「夏
去
り
ぬ
」

河
村
　
孝

一

（玉
東
町
）

前
川
　
達
雄

（長
洲
町
）

浦
田
　
正
利

田
村
ミ
エ
子

寺
床
　
征
子

大
野
　
和
美

水
津
　
　
保

田
原
　
忠
博

白
石
憲

一
郎

城
本
　
景
積

奥
田
　
元
昭

藤
本
　
和
子

（三
角
町
）

（砥
用
町
）

（熊
本
市
）

（玉
名
市
）

（延
岡
市
）

（合
志
町
）

（熊
本
市
）

（熊
本
市
）

（熊
本
市
）

（熊
本
市
）

します。目
目
文
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野の花と風薫る郷から…
2001年 12月 5日 .発行

F阿蘇の風土」を見事に表現
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町内外から800人が絵画を堪能

人
　
賞
　
者

　

（確
称
略
）

‘‥１
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豪
ニ

5.スポーツ|こ親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ します。

||

三
輪
　
保
代

（益
城
町
）

中
尾
　
明
子

（玉
名
市
）

仲
原
　
正
博

（熊
本
市
）
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鰹り I`l誓 森林資源保護
・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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高
森
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

健
康
づ
く
リ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

お
年
寄
り
自
ら
が
健
康
に
関
心
を

持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
生

き
が
い
を
見
い
だ
し
て
い
こ
う
と
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
健
康
づ

く
リ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
１０
月
２７
日

（土
）
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
１７
の
老
人
会
か
ら
選
手
３
３

５
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
４０

ｍ

走
や
ボ
ー
リ
ン
グ
の
ピ
ン
立
て
、
輪

投
げ
、
ゲ
ー
ト
通
し
、
紅
白
玉
入
れ

な
ど
９
競
技
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

超
高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現

代
、
お
年
寄
り
が
自
ら
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。

健
康
づ
く
り
は
、
お
年
寄
り
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
私
た
ち
み
ん
な
の

問
題
で
す
。
日
頃
か
ら
運
動
や
食
生

活
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た

健
康
法
を
身
に
つ
け
ま
し
よ
う
。

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

１２
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

●●

モ
シ
モ
シ
健
康
情
壮
　
　
　
預
金
の
保
護
の
範
囲
が

変
わ
り
ま
す

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
１２
月

２８
日

（金
）
ま
で
は
平
常
ど
お
り
で

す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
持
ち

込
み
は
１２
月
２９
日

（土
）
ま
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
（時
間
は
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）

１２
月
３０
日

（日
）
か
ら
１
月
３
日

（本
）
ま
で
は
休
所
し
て
、
１
月
４
日

（金
）
よ
り
平
常
ど
お
り
と
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、
阿
蘇
南
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
電
話
２

・
０
７
１
９

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
●
」〓

■

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
１２
月
２０
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
１２
月
２１
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
１
月
８
日

（火
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

■
月
　
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

■
火
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

■
水
　
脳
梗
塞

■
木
　
た
ば
こ
と
歯
周
病
の
関
係
に

つ
い
て

■
金
　
お
年
寄
り
の
皮
膚
の
か
ゆ
み

■
土

ｏ
日
　
新
型
ヤ
コ
ブ
病

・
狂
牛

病
の
謎

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

５

・

３

３

０

０

万

一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た

場
合
で
も
、
預
金
者

一
人
当
た
り

定
期
預
金
等

の
元
本

一
千
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
は
来
年
４
月
以
降

も
保
護
さ
れ
ま
す
。

合
算
し
て
元
本

一
千
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま
で
最
低

保
障
で
す
の
で
、
受
け
取
れ
る
の

は

一
千
万
円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
当
座
預
金

・普
通
預
金
は

平
成
１５
年
３
月
ま
で
全
額
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休

日

在

宅

医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

１２
月
９
日

立

野

病

院

旧
０
‐
０
１
１
１

１２
月
１６
日

中

村

医

院

ｕ
Ｏ
‐
２
３
３
３

１２
月
２３
日

立

野

病

院

旧
●
‐
０
１
１
１

１２
月
２４
日

上寸
崎

医

院

ｕ
②
‐
ｏ
３
７
８

１２
月
３０
Ｈ

南
郷
谷
整
形
外
科

ｕ
Ｏ
‐
３
３
５
１

１
月
１
日

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
Ｏ
‐
１
７
７
７

１
月
２
Ｈ

後

藤

医

院

制
０
‐
０
０
１
９

１
月
３
日

立

野

病

院

Ｔｅｌ
③
‐
０
１
１
１

１
月
６
日

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

ト
・一一け
１
２
０
３
０

１
月

１３
日

藤

本

医

院

Ｔｅ‐
Ｏ
‐
０
０
２
０

１
月
１４
日

平

田

医

院

■
●

‐
０

２

１
６

さん
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●

技の素晴らしさに感動 !

高森工芸展 2001

１０
月
２６
日
か
ら
２８
日
ま
で
の
３
日

間
、
今
年
で
１０
回
目
と
な
る
、
高
森

工
芸
展
が
休
暇
村
南
阿
蘇
セ
ン
ト
ラ

ル
ロ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
、
期
間
中
３

０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
高
森
町
美
術
工
芸
家
協

会
が
主
催
し
、
南
阿
蘇
六
か
町
村
の

南
阿
蘇
ア
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の
協
賛
。

町
内
ゆ
か
り
の
芸
術
家
等
が
芸
術

の
秋
に
ち
な
み
、多
く
の
人
々
に
工

芸
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
行

っ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
も
多
く
の
人
々
が
観
賞
し
、

技
の
素
晴
ら
し
さ
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

か
ず
ら
工
芸
な
ど
に
家
族
連
れ
等
が

挑
戦
し
、
出
来
上
が

っ
た
世
界
に
ひ

と
つ
し
か
な
い
作
品
を
、う
れ
し
そ

う
に
持
ち
帰

っ
て
い
ま
し
た
。

(2)今度の温泉館休館日 12月 19日
。31日 /1月 16日

年末年始の営業時間は、右のページの

最上段をご覧ください(19)

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を , ミさ″

おめでた・おくやみ

2001.10月受付分   敬称略

薇
土本 修汰ちゃん
(旭通) 9.22生
谷口 朋杜ちゃん
(村山) 9.25生
進 穂乃華ちゃん
(津留下町)10.5生

後藤優々美ちゃん

(横町)10.11生
児玉 裕大ちゃん
(今村) 10.17生

岩 下 隼 人

(上原)夕紀子

男

男

女

女

男

明
子

二
未

詞
紀

之
子

助
美
之

秀
豊

祐
珠

智
美

康
亮

幸
裕

欠
母

父
母

父
母

父
母

父
母

愧

頸

本

＜

／

′

‐

ヽ

ヽ

／

′

‐

ヽ

ヽ

色 見 ・

阿  蘇
矢 津 田

10.22
中国 (河南省 )

続柄 死 亡 者 年齢

夫  冨永 節 ]爾 74
父 浅尾  続 91
大津 マス 92

母  岩本 タネ 86
妻 田代ツ不子 61
夫  田上 房男 82
妻 森 ツマ子 63
母 西田チル子 86

狩
町

村

戸

　

ガ

10.18

二
峰

栄

亜
田

牛 )

所

間

通

山

町

迫

山

岩

野尾

住

中

旭

村

下

水

下

黒

当

御 遺 族
冨永スズ子

浅尾 信義
梅香苑

岩本 徳光
田代 武泰
田上マチ子

森  金喜
西田 義一

人口の動 き

(10月 末日現在 )

世帯数 2,616(―
男  3,726(+
女  4,029(+
総 数 7,755(十

善 責 の 灯
あ りがとうございました

(敬称略 )

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>岩本徳光 大津由隆 田上マチ
子 甲斐 ミヤ子 白石宗斉 冨永スズ子 森
金喜

<一般寄付 >佐藤ケイ子 柿野弘 下薗貴子
松村莱緒子

■広報送料寄付

二子石兼二 (東京都町田市 )

村上 俊次 (長崎県佐世保市 )

＜
に
が
サ
・

な
引
え
葺
す
お

く

う

お

も
や み
しあ げ ます

芸 術 の 秋

靱鶉
T燒

鬱
由
踪:驚|||‐   |

(40m走 )すごいスピードでゴール !

簡単そうでなかなか難しι
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「高森温泉館」だより
『おめでとう2002年』イベン トを開催
12月 31日 から1月 1日 にかけて、≪食べて 。

飲んで・歌って≫いただく、盛 りだくさんの年越

しイベントを開催します。

「朋遊館」年末
0年始の温泉開館日

「朋遊館」は、年末の12月 30日 までと年始の 1月 4日以降

は、通常どおり午後 2時から午後 9時まで営業いたします。

ぜひご利用ください。            ・

■年末年始の営業予定

12月 31日    午後 0時～午後 6時
1月 1日 ～3日  初湯開放 (午前10時～午後 6時 )
1月 4日    通常どおり営業

町民音楽祭

ふれあいコンサート

ハ
ン
セ
ン
病
を

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い
知
識
の

普
及
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

平
成
１３
年
１２
月
１９
日

（水
）

午
後
１
時
３０
分
よ
り

■
開
催
場
所
　
熊
本
テ
ル
サ

■
入
場
料
　
無
料

■
講
師
　
映
画

「あ
つ
い
壁
」
を
監

督
さ
れ
た
、
中
山
節
夫
氏
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
庁
健
康
増
進
課

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

１

・

８

４

１

４

農

家

の
皆

さ

ん

ヘ

～
食
糧
事
務
所
か
ら
の
お
願
い
～

国
内
テ
ロ
防
止
対
策

の
た
め
に
、

農
薬

の
保
管

・
管
理
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

一
、
農
薬
の
保
管

・管
理
を
し

っ
か

り
し
て
、
盗
難

・
紛
失

の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
毒
物
又

は
劇
物
に
該
当
す
る
農
葉
に
つ
い

て
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
鍵
の
か
か
る
保
管
庫
等

の
整
備

●
保
管
量
の
定
期
的
な
チ

ェ
ッ
ク
、

利
用
状
況
の
記
録

１
、
盗
難

・
紛
失
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
‐―――‥
ち
に
警
察
署
に
届
け
ま

し

ょ

う

。

放
送
大
学
　
学
生
募
集

平
成
１４
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行
う
正

規
の
通
信
制
四
年
制
大
学
で
す
。

四
年
以
上
在
学
し
所
定
の
単
位
を

修
得
す
れ
ば
、
「学
士

（教
養
）」
学

位
が
取
得
で
き
ま
す
。

１８
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
学
で
き
、
一
科
目
だ
け
で
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生

全
科
履
修
生

（卒
業
を
目
指
す
学

生
）
。
選
科
履
修
生

（
一
年
間
在
学

す
る
学
生
）
・
科
目
履
修
生

（半
年

間
在
学
す
る
学
生
）

■
出
願
受
付

平
成
１３
年
１２
月
１５
日

（土
）
～
平
成
１４
年
２
月
１５
日

（金
）

■
資
料
請
求

・
問
い
合
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
９
・
４
８
９
０

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

Ｔ
ＥＬ

０

１

２

０

・

８

６

４

・

６

０

０

離
で
ヽ
惨
加
で
‐‐き‐る

●
「点
字
通
信
講
座
」
の
案
内

点
字
を
ま

っ
た
く
知
ら
な
い
方

を
対
象
に
、
テ
キ
ス
ト
に
そ
っ
て

点
字
を
打

つ
て
い
た
だ
き
、
郵
送

さ
れ
た
も
の
を
添
削
し
て
送
り
返

す
方
式
で
、
点
字
を

マ
ス
タ
ー
す

る
と
こ
ろ
ま
で
を
ご
指
導
し
ま
す
。

■
期
間

平
成
１４
年
１
月
１５
日
か
ら

一
年
間

（期
間
中
何
回
で
も
添
削
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
郵
送
料
は
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
無
料
で
す
）

■
費
用
　
　
１
万
２
８
０
０
円

（点
字
指
導
料

・
点
訳
テ
キ
ス
ト

・

点
字
練
習
器

・点
字
用
紙

・補
助
教

材
及
び
教
材
送
料
を
含
む
）

■
申
込
み
期
限
　
１
月
１０
日
ま
で

ハ
ガ
キ
に
資
料
請
求
と
書
き
、
次

の
住
所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

（Ｆ

ａ
ｘ
で
も
可
）

■
主
催

市
川
点
字
図
書
館
通
信
部

〒
１
０
８
・
０
０
１
４
東
京
都
港
区

芝
４
‐
７
‐
６
尾
家
ビ
ル
ー
Ｆ

Ｔ
Ｅ‐

・
ｆａ

０

３

●
５

４

３

９

●
６

７

７

２

「検
察
審
査
会
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

交
通
事
故

・詐
欺

・
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
検
穴
エ
ロ
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
や
申
立
に
つ
い
て
の
費
用

は

一
切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る

一
般
国
民
の
中
か
ら

「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
Ｈ
人
の
審
査
員

が
、検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

（熊
本

地
方
裁
判
所
内
）

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

２

５

・

２

１

２

１

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
１２
月
２８
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

皆さま方のご来館を心よりお待ちいたしてお

ります。

■内容

31日 :年越しそば無料サービス (先着200名様 )

23時 30分 ヽ

1日 :カ ウントダウンセレモニー 0時
樽酒の振る舞い      0時 ヽ12時

初入浴          0時 30分 ヽ

初笑い (高森にわか保存会)1時 30分～
■年末年始の営業予定

12月 31日    休館 ||
1月 1日     午前 0時～午後 6時
1月 2日 ・3日  午前10時～午後 9時
1月 4 Fl    通常どおり営業

F  F   ′

●  ●

●

秋
は
え
化
芸
術
が
，
合
う
季
節
。

音
楽
鑑
賞
も
そ
の
一
つ
。
あ
る
時
は

物
思
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
、
だ
安
ら

ぐ
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
選
を
歌
い
上
げ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
の
と
り
こ
と
な
り
、
ま

た
あ
る
時
は
何
も
考
え
ず
た
だ
ジ
ッ

と
ビ
ー
ト
の
利
い
た
リ
ズ
ム
に
身
体

を
揺
ら
す
‥
・

そ
ん
な
秋
の
音
楽
会
。

Ｈ
月
４
日
午
後
１
時
半
か
ら
２４
回

目
を
数
え
る
「た
か
も
り
町
民
音
楽

祭
」
（岩
下
昭
久
実
行
委
員
長
）
が
高

森
中
学
校
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
演
者
は
１１
団
体
、
３
個

人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の
熱
心
な
練

習
成
果
を
披
露
し
、
場
内
か
ら
大
き

な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ラ
ス
ト

・
高
崎
康
誌

●

出
演
団
体
紹
介

▽
Ｆ
・
Ｆ
・
Ｂ

（上
色
見
バ
ン
ド
）

▽
高
森
幼
稚
園
（合
唱
・器
楽
合
奏
）

▽
高
森
保
育
園
（親
子
コ
ー
ラ
ス
）

▽
色
見
小
学
校
（器
楽
合
奏
。合
唱
）

▽
高
森
小
学
校
音
楽
部

（器
楽
合

奏
）
▽
上
色
見
小
学
校

（器
楽
合
奏
）

▽
森
の
こ
え

（合
唱
）

▽
琴
遊
会
高
森
教
室

（大
正
琴
合

奏
）
▽
は
な
し
の
ぶ
コ
ー
ラ
ス
（合
唱
）

▽
高
森
中
学
校
三
年
生

（合
唱
）

▽
ピ
ア
ノ
独
奏

（山
本
彩
乃
／
佐
藤

友
映
／
橋
本
和
佳
）

▽
高
森
中
吹
奏
楽
部

く
=IE'

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で

こ
の
町
民
音
楽
祭
は
第
１
回
か
ら

「自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
企
画
構
成
か
ら
準
備
、
実

行
、
音
響
、
照
明
、
後
片
付
け
ま
で
、

住
民
主
体
に
よ
る

「出
演
者
イ
コ
ー

ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
い
う
精
神
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
の
力
を
合
わ

せ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
実
行
委
員
会
と

一
般

の
協
力
者
、出
演
団
体
の
盛
り
上
が
り

で
出
演
者
数
も
増
え
、
大
規
模
な
音

ホ
炎
ム
に
な
リ
ス
タ
ッ
フ
も
大
変
な
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
も
貴

重
な
文
化
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

/´ヽ)

く篠ι('))
■―――ヽ

蒻
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・

‐
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文 化 の 秋

(18)
役場の支払日 12/17(月 )12/25(火 )1/25(金)時間10時から15時まで

(3)

聾
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ほほえ 親ヽ子 コ Tラ スを

高森 町民
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3つの
イベン トを

合同で開催

Ｈ
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、

高
森
町
民
体
育
館
で

「
す
ま

い
る

フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
た
か
も
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
■
月
か
ら
１２
月
に

か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、諸
事
情
に
よ
り
本
年
度
は
３

つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
合
同
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
名
前
は
、
す
ば
ら
し
い
文

化
作
品
を
鑑
賞
す
る
笑
顔
、
健
康

に
過
ご
す
笑
顔
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
笑

顔
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

●

ム

一
丸
と
な
っ
て

見
事
優
勝

阿
蘇
郡
学
童
駅
伝
大
会
で

高
森
小
学
校

Ｈ
月
４
日
阿
蘇
町
の
農
村
公
園

「あ
ぴ
か
」
で
、第
１８
回
阿
蘇
郡
学
童

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
高
森
小
学

校
の
駅
伝
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。昨
年
２
位
で

一
昨
年
は
３
位
と
い

う
結
果
だ

っ
た
同
校
駅
伝
チ
ー
ム

は
、大
会
前
の
ｌ
ヶ
月
間

一
生
懸
命

練
習
し
て
大
会
に
の
ぞ
み
、
最
高
の

結
果
を
残
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
監
督
の
土
井
先
生

は
、
「今
年
の
チ
ー
ム
は
特
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
選
手
み
ん
な
で

勝
ち
取

っ
た
勝
利
で
す
。
駅
伝
王
国

と
言
わ
れ
る
阿
蘇
郡
の
大
会
で
優
勝

で
き
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
ｃ

第
鍵
闘
町
民
文
化
祭

〓

■

■

■

参
加
団
体
紹
介

□
肥
後
狂
句
　
□
俳
句
　
□
書
道

□
写
真
　
□
生
花
（小
原
流
・池
坊
・

専
正
池
坊

・未
生
流
）

□
版
画
　
□
押
し
花
絵
　
□
盆
栽

□
絵
画
　
□
手
芸
　
□
茶
道

□
舞
踊

（松
若
会
社
中

・満
丸
会
社

中
）

ロ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オープニングは風鎮祭ジュニアによる風鎮太鼓の披露

風鎮祭ちびっこスケッチ展で熊日賞に輝いた

うしじまみずほ君 (上色見小1年)の作品

《文
化
祭
》

《
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
》

《健
康
づ
く
り
推
進
大
会
》

・

風
鎮
祭

ち
び
っ
こ
ス
ケ
ツ
チ
展

入
賞
者
紹
介

□
熊
日
賞
　
う
し
じ
ま
み
ず
ほ

（上
色

見
小
１
年
）

□
文
化
協
会
賞
　
山
村

み
き
子

（高
森
小
２
年
）

□
高
森
町

賞
　
伊
藤
梓

（高
森
東
小
５
年
）

□

町
議
会
賞
　
高
木
健
佑

（高
森
小
６

年
）

□
商
工
会
賞
　
安
藤
香
奈
実

（草
部
南
部
小
６
年
）

□
教
育
委
員
会

賞
　
み
つ
い
み
ゆ
き

（高
森
小
１
年
）

ロ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
　
後
藤
た
か

ひ
ろ

（高
森
小
３
年
）

□
Ｊ
Ａ
阿
蘇

高
森
中
央
支
所
賞
　
堀
山
茜

（高
森
小

３
年
）

□
南
阿
蘇
畜
協
賞
　
岩
下
美

樹

（色
見
小
５
年
）

□
熊
北
産
交
賞

小
山
友
佳
莉

（高
森
小
６
年
）

□
肥

後
銀
行
賞
　
後
藤
あ
お
い

（高
森
小
２

年
）

□
信
用
組
合
賞
　
山
村
秋
沙

（高
森
小
４
年
）

□
商
店
会
賞
　
後
藤

理
恵

（上
色
見
小
４
年
）

幼
児
の
部

き
り
は
ら

そ
う
い
ち
ろ
う

（高
森
幼
稚
園
）

た
の
う
え

ゆ
き
ひ
ろ

（高
森
幼
稚
園
）

な
が
た

あ
す
か

（高
森
幼
稚
園
）

ど
う
も
と

し
ん
じ

（高
森
保
育
園
）

お
が
た

れ
い
と

（高
森
保
育
園
）

ご
と
う

ゆ
り

（色
見
保
育
園
）

か
い
り
ゅ
う
せ
い

（河
原
保
育
園
）

な
ら
ぎ
の

か
お
り

（草
部
保
育
園
）

二
子
石

里
沙

（草
部
北
部
保
育
園
）

の
じ
り

や
わ
ら

（野
尻
保
育
園
）

肥

後

狂

句

　

神
無
月

（
阿
蘇
御
神
大
会
）

芸
の
な
さ
　
派
間
は
ま
と
め
き
ら
す
升

ァ

来

て
几
薇
ば
　

ん́
寇
語
る
杉
の
あ
る

無
我
夢
ヤ
　
余
生
ど
ま
楽
さ
せ
て
く
薇

日
が
な

一
日
　
箱
え

ン
ご

つ
手

入
薇
さ
す

無
我
夢
ャ
　
何
年
渥
台
引

い
た
ろ
か

来

て
見
枚
ば
　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
鉄
の
漏

蕪
我
夢
ヤ
　
ア
ト
リ

エ
に
ゃ
版
凸
の
世
界

来

て
見
薇
ば
　
生
葉
ど
こ
ろ
か
雪
の
升
う

芸
の
な
さ
　
や

っ
ぱ

一
期
で
終
ら
し
た

目
が
な

一
日
　
由
会
え
ん
だ

っ
た
渕
の
主

芸
の
な
さ
　
裸
踊
り
も
し
き
ら
ん
か

日
が
な

一
ロ
　
パ
ソ
コ
ン
が
守
り
し
て
く
る
る

そ
ろ
そ
ろ

　

一
人
娘
に
気
の
も
む
る

日
本
松
野
浦
塚

琴
司
笑
声
尚

夭

白
酔
謙

仙
馬
笑
一
士′

不
恙

後
藤
　
信
子

口
上
黙
公
子

佐
藤
　
重
信

上
丼
カロ
根
女

渡
辺
　
静云
海

窮ト

（高
森
菜

の
花
句
会
）

一
雨
意
至
り
別
ａ
を
里
に
乞
業
に
も
　
　
　
　
　
　
　
弥
水ヽ
　
落
子

一
死
に
他
え
し
金
魚
の
池
に
乞
葉
散
る
　
　
　
　
　
　
内

ロ
　
フ
ミ

τ
看
ぶ
く
枚
て
む
と
き
め
く
流
薇
星
　
　
　
　
　
　
　
桐
原
　
寿
子

一重
色
に
朝
や
け
の
雲
冬
近
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤

つ
み
子

一秋
空

へ
雲
を
吐
き
出
す
人
狗
”石
　
　
　
　
　
　
　
　
丼
村
　
尚
徳

一
不
奔
人
の
虹
に
出
合

い
し
島
巡
り
　
　
　
　
　
　
　
山
村
ふ
み
子

一
山
茶
花
の
た
く
散
る
事
よ
咲
く
事
よ
　
　
　
　
　
　
林
　
　
久
恙

一受
験
子
の
体
気
遣
う
去
年
今
年
　
　
　
　
　
　
　
　
十
庄
　
ネ
子

一他
愛
な
き
話
弾
み
て
江
葉
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
ロ
ル
リ
子

仕
上
り
も
上
々
姑
の
千
人
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
源
　
妥
子

明
日
は
発

つ
子

へ
陽
に
菅
て
し
布
回
敷
く
　
　
　
　
山石
下
　
扶
美

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

●

●   ●

来年の成人式は 1月 3日 (木)です
(午前 10時か ら 林業総合センター )

学校や仕事で町外にお住まいの高森出身の皆さん、来年の成人式を高

森で迎えてはいかがですか。

町外に住所のある方で高森で迎えられる方は連絡してください。

(対象者は昭和56年 4月 2日 から昭和57年 4月 111ま でに生まれた方。)

高森町教育委員会 2-1111(内線 243)

POETRyPAGE

■
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卜を合同で開催



いるソニタ
地
域
０
皆
さ
れ
こ
の
交
流
ち
ぜ

色
見
フ
ェ
ス
タ

１０
月
２８
日
色
見
小
学
校
で
、第
２

回
色
見
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
子

ど
も
、保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
や
、児
童
た
ち
の

発
表
会
な
ど
で
交
流
を
図
り
ま
し

た
。午
前
中
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

「調
理
」
、
「竹
細
工
」
、
「わ
ら
細
工
」
、

「和
紙
作
り
」
な
ど
を
児
童
た
ち
が

教
わ
り
ま
し
た
。

午
後
に
入
り
、
児
童
た
ち
に
よ
る

劇
や
音
楽
の
発
表
会
な
ど
が
行
わ

れ
、児
童
た
ち
は
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

第
纏
塚
財
晰
餘
癸
隕

啓
発
フ
轟
ス
テ
イ
バ
ル

■
福
祉
功
労
者
表
彰

本
田

一
郎

（矢
津
田
）

（高
森
自
然
学
校

「旧
草
部
北
部

小
学
校
」
敷
地
内
及
び
通
学
路
の
草

刈
作
業
を
１０
年
以
上
続
け
ら
れ
た
）

高
森
高
等
学
校

「
わ
―
く
わ
―
く
高
森
」

（梅
香
苑
を
慰
間
、
高
森
駅
か
ら

中
心
市
街
地
に
か
け
て
の
清
掃
、
手

話
教
室
の
開
催
、
高
森
寮
ふ
く
し
ま

つ
り
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

んだまやお手玉など昔なつか しの

第
１３
回
高
森
町

健
康
づ
く
り
推
進
大
畿

■
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭

（無
受
診
で
健
康
保
険
税
完
納
世
帯
）

津
留
栄
樹
、
原
恵
美
子
、
松
本
ヨ
シ
エ
、

工
藤
政
行
、
城
戸
研
二
、
下
城
冨
美
子
、

柴
田
正
昭
、
古
庄
奥
、
冨
永
榮

一
、
工

藤
助
、
甲
斐
飽
雄
、
阿
南
輝
記
、
佐
藤

耕
平
、
吉
良
山
賢
吾
、
白
石
年
男

■
優
良
献
血
受
賞
者

（３０
国
以
上
。
前
年
度
ま
で
の
該
当
者
を

除
く
。
数
字
は
献
血
回
数
。）

佐
藤
久
行

（３０
）、
河
崎
た
み
子

（３０
）、

古
澤
み
さ
子

（３１
）、
青
木
千
賀
子

（３２
）、

平
松
満
智
子

（３２
）、
田
上
美
男

（３３
）、

楢
木
野
久
光

（５０
）、
田
中
生
義

（５０
）、

山
田
安
代

（５４
）、
佐
藤
武
文

（７０
）、

大
塚
照
子

（７０
）

●  ●

●

興味津 「々野点の体験」

このだんご汁おいしいね

●

■
８
０
２
０
運
動
受
賞
者

（８０
歳
で
自
分
の
歯
が
２０
本
以
上
。前
年
ま

で
の
被
表
彰
者
を
除
く
。
数
字
は
本
数
）

山
室
忠
徳

（２７
）、
佐
藤
シ
ヅ

（２５
）、

佐
藤
ツ
ボ
ミ

（２８
）、
芹
ロ
ト
キ
エ

（２３
）、

木
崎
ス
イ
子

（２９
）

■
６
０
２
４
運
動
受
賞
者

（６０
歳
で
自
分
の
歯
が
２４
本
以
上
。前
年
ま

で
の
被
表
彰
者
を
除
く
。
数
字
は
本
数
）

村
上
元
次

（２８
）、
蔵
原
幸
子

（３２
）、

熊
谷
和
文

（３２
）、
後
藤
チ
ヨ
子

（２８
）、

甲
斐
ミ
キ
エ

（２８
）、
高
倉
國
孝

（２８
）、

村
上
智
恵
子

（２６
）、
井
上
英
雄

（２８
）、

三
子
石
範
男

（２６
）、
草
村
ト
シ
子

（２８
）

■

む

し

歯

ゼ

ロ
運

動

受

賞

者

▼
３
歳
児

の
部
　
橋
本
海
里
、
堀
山

翔
、
三
森
亜
美
、
吉
中
翔
哉
、
新
郷
莉

代
、
し県
原
葉
月
、
安
方
菜
々
美
、
平
田

真
子
、
下
田
和
史
、
森
田
健
介
、
寺
崎

薫
、
堂
本
伸
次
、
興
相
光
、
松
尾
純
正
、

本
田
芙
三
弥
、
後
藤
悠
里
、
興
椙
太

一
、

赤
木
春
香

▼
小
学
生
の
部
　
三
森
結
衣
、
三
井
美

幸
、
児
玉
海
人
、
児
玉
葵
、
岩
下
菜
摘
、

津
留
葵
、
山
村
舜
、
佐
藤
綾
、
岩
下
亜

里
沙
、
山
本
彩
乃
、
谷
川
あ
ず
み
、
佐

藤
秀
喜
、
後
藤
順
、
野
尻
麻
也
子
、
秋

山
未
来
、
阿
部
成
子
、
大
寺
宏
明
、
桐

原
幸
人
、
田
上
和
宏
、
山
田
静
香
、
甲

斐
愛
美
、
山
田
め
ぐ
み
、
小
山
友
佳
莉
、

住
吉
祐
美
、
住
吉
華
奈
、
住
吉
翔
太
、
吉

村
創
、
山
室
幸
誠
、
後
藤
謙
太
、
後
藤

和
孝
、
後
藤
彩
花
、
後
藤
真
実
、
西
田

奈
央
、
工
藤
道
太
、
都
恵
輔
、
大
内
田

雅
代
、
都
雄

一
、
工
藤
裕
美
、
赤
星
み

く
、
真
井
加
奈
子

▼
中
学
生
の
部
　
円石
下
瑞
生
　
島
田
和

寛
、
山
室
誠
也
、
岩
下
菜
々
、
後
藤
望
、

住
吉
美
咲
、
緒
方
裕
麻
、
甲
斐
聖
矢
、
三

井
勝
博
、
後
藤
優
依
、
滝
亜
由
美
、
立

山
瑞
季
、
冨
永
唯
、
宮
原
仁
美
、
村
上

裕
子
、
荒
牧
貴
久
、
岩
下
寛
也
、
堤
宗

喬
、
岩
下
千
春
、
甲
斐
千
尋
、
小
林
知

世
、
住
吉
望
、
楢
木
野
あ
ゆ
み
、
後
藤

源
喜
、
三
井
康
生
、
後
藤
希
美
、
桐
原

雪
乃
、
工
藤
正
登
、
後
藤
友
香
、
松
本

泰
紀
、
田
上
知
沙
、
吉
良
山
成
美

▼
高
校
生
の
部
　
後
藤
謙
介
、
佐
伯
佳

絵
、
甲
斐
さ
や
か
、
松
岡
司
、
本
田
寛
、

酒
井
弘
幸
、
後
藤
啓
太
、
小
野
洋
樹
、
荒

牧
祐

一
郎
、
中
村
太
志
、
後
藤
麻
希
、
今

村
誠

一
郎
、
岡
本
健
司

けっこう楽しい車いす
だけど思うように動か

なくて大変ですね

12月 は「大気汚染防止推進月間」 <環境省>
～清く守ろう みんなの空気～

自動車の交通量増大や暖房の影響、冬季特有の気象条件な

どによって、 1年間で最も大気汚染が進むのが 12月 です。
自動車のアイドリングス トップを心がけ、自動車の利用や

過度の暖房を控えるなど、私たちにできることがあります。

<ミ
==IEェ

ン

゛

一
一

“̀バ
ゝ い

ご自由にお持ち帰りください

≪ボルト・ナット≫
高森工業団地内のい青山製作所では、ボル ト・

ナットの製造を行っており、このたび同社熊本工場

(水野孝三工場長)か ら製品の寄付をいただきまし

この製品は基準値外で

はありますが製品として

は十分使用可能なもの

で、数種類の大きさのサ

イズをそろえています。

役場本庁舎をはじめ各

出張所に置いていますの

で、ご自由にお持ち帰 り

ください。

〆
莉静
窪
鵜
一慶
爾
φ

.た。

ち

つ
ち

や
む
澤

動

会

１０
月
２７
日
、高
森
町
中
央
公
民
館

広
場
で
ち
つ
ち
ゃ
な
運
動
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い

る
お
母
さ
ん
の
集
ま
り

「風
ま
る

キ
ッ
ズ
」
が
企
画
、
か
け
っ
こ
ハ
イ

ハ
イ
競
争
や
綱
引
き
，お
遊
戯
な
ど

で
楽
し
み
ま
し
た
。

子育てサークル

風まるキ ソヽズ

:舌 動中 」

子育てに関する悩み

話し合いましょう

■お問い合わせは

保健推進係
TEL 2-1111(内 線 126)
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っ
て
み
た
い
‥
・ご
ｔ
難
し
そ
う
ご
か
ら
の
脱
却

何
に
使
う
の
か

。
何
を
し
た
い
の
か

目
的
を
持
ち
　
ま
ず
は
触

っ
て
み
ま
し
よ
う

本
誌
８
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

町
の
「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」
が
第
二
期
講

習
と
し
て
、
１０
月
１５
日
か
ら
２６
日
ま

で
の
２
週
間
、
昼
と
夜
の
部
に
分
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
講
者
は
、
昼
の
部
２

コ
ー
ス
計
２８
人
、
夜
の
部
２
コ
ー
ス

計
４１
人
と
合
わ
せ
て
６９
人
。
会
場
の

高
森
町
民
体
育
館
で
の
熱
心
な
受
講

と
な
り
ま
し
た
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
講
習
初

日
に
聞
こ
え
て
き
た
声
は
「難
し
そ

う
だ
か
ら
、
私
に
出
来
る
か
心
配
」

「
や
っ
て
み
た
い
け
ど
キ
ー
ボ
ー
ド

や
マ
ウ
ス
の
操
作
が
難
し
そ
う
」
な

ど
の
不
安
な
声
が
大
半
で
し
た
が
、

講
習
最
終
日
に
は
「今
か
ら
の
時
代

は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
欠
か
せ
な
い

も
の
」
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
何
に

で
も
使
え
る
便
利
な
も
の
」
「家
に

も
子
ど
も
た
ち
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

が
あ
る
の
で
、
毎
日
触

っ
て
練
習
し

ま
す
」
な
ど
の
積
極
的
な
声
も
た
く

さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
愛
好
者
が
講
習
に
協
力

今
回
の
研
修
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
町
内
愛

●●

知
的
障
害
者
の
方
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

高
森
寮
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
森
寮
で
は
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
南
阿
蘇
６
カ
町
村
の
ご
協
力
に
よ
り

「知
的
障

害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
認
可
を
受
け
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
を
始
め
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の
高
森
寮
に
併
設

し
て
建
設
さ
れ
、
平
成
１４
年
４
月
１
日
か
ら
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域

（在
宅
）
に
お
い
て
就
労
が

困
難
な
在
宅
の
知
的
障
害
者
が
、
通
所
し
て
文
化
活

動

・
機
能
訓
練
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
自
立

を
図
る
と
と
も
に
生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

憂の献血

移動献血車がやってきます

あなたの善意をお寄せください

デイサービスセンターの完成予想図

■と き 12月 25日 (火曜日)
10時から11時30分 まで

12時30分から16時 まで

■ところ 林業総合センター

□次の献血予定日 3月 28日 (木 )

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

☆
基
本
事
業

①
文
化
活
動

（
ス
ポ
ー
ツ
・手
芸

・
陶
芸

・
木
工
な
ど
）

②
機
能
訓
練

（
日
常
生
活
動
作

訓
練

・作
業
訓
練

・家
事
訓
練

な
ど
）

③
そ
の
他

（社
会
適
応
訓
練
な

ど
）

★
選
択
事
業

①
給
食
サ
ー
ビ
ス
（利
用
さ
れ
る

日
の
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
）

②
入
浴
サ
ー
ビ
ス

（利
用
さ
れ

る
日
に
入
浴
で
き
ま
す
。
）

☆
そ
の
他
に
送
迎
の
サ
ー
ビ
ス
も

行
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

自
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
知
的
障

害
者
と
保
護
者
（身
体
障
害
者
の
方

も
可
能
で
す
）

利
用
料

１
日
あ
た
り
５
０
０
円
程
度
（入

浴
・給
食
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
は

原
材
料
の
実
費
を
定
め
て
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
）

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
希
望
や
お

問
い
合
わ
せ
は

高
森
寮
ＴＥＬ
２

・
１
７
８
０
又
は

高
森
町
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

好
者
グ
ル
ー
プ
「は
な
し
の
ぶ
ク
ラ

ブ
」
（三
森
秀
晴
代
表
幹
事
　
会
員
２５
名
）

の
皆
さ
ん
に
、
講
習
補
助
員
と
し
て

夜
の
部
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
目
的
と

同
じ
く
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
利
便

性
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
気
軽
に
慣

れ
親
し
む
大
切
さ
を
広
く
知

っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
、
同
会
の
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
難
し
さ
は
、年
齢
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
経
験
の
有
無
に
よ
り

個
人
差
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
カ

バ
ー
し
て
同
会
員
は
大
活
躍
。受
講
者

か
ら
そ
つ
と
手
が
上
が
る
と
、即
座
に

側
に
行
き
、小
声
で
て
い
ね
い
に
操
作

法
を
助
言
、説
明
す
る
会
員
皆
さ
ん
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

同
会
員
か
ら
は
「難
し
く
考
え
ず

に
、
と
に
か
く
毎
日
触
る
こ
と
が
大

切
」
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使
う
目

的
を
は

つ
き
り
す
れ
ば
上
達
し
ま

す
」
な
ど
の
助
言
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「や
っ
て
み
た
い
と
い
う
積

極
性
を
失
わ
ず
に
Ｉ
Ｔ
社
会
に
気
軽

に
溶
け
込
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
後
も
積
極
的
に
協
力
し
た
い
」
と

の
有
り
難
い
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

● ● nよ nよ年の獅 史0取扱nに注意 l
早朝の非常呼集訓練

放水訓練

防火パレード

人を守り、まちを守る消防団

高森地区の非常呼集訓練の様子

(6)(15)

決意も新たに

自衛隊入隊者壮行会

平成13年 10月 30日 付けで陸上自衛隊に入隊され

る城井陽介さん (野尻)の壮行会が10月 24日 林業
総合センターで行われました。

壮行会では、有働収入役や日高阿蘇自衛隊募集

事務所長、白根父兄会会長等からの激励を受け、

城井さんは決意を新たにしていました。

製造事業所の皆様ヘ

統計調査にご協力下 さい

12月 31日現在で、次の統計調査が同時に行われます。

。平成13年工業統計調査一製造事業所の実態を調査

・平成 13年石油等消費  従業者30人以上の製造事
構造統計調査一 業所の石油等の消費実態

を調査

12月 から来年1月 にかけて調査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していただいた内容について

は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、数字

等の正確な御記入をお願いします。

省

県

町

業産

本

森

済経

熊

高

・　
　
一　
　
　
　
鶴
¨

膠ゞ
tL‐ E

・
％



清潔を保つ②

入浴介助で体をきれいに (上 )

入浴介助は、お年寄りの体調の変化に注意しながら行う必要があります。また、体を洗うときは、お年寄りの身

体機能が衰えないようにするためにも、本人が洗える部分は、なるべく自分で洗ってもらうようにしましょう。

●入浴介助の手順             ●上半身の洗 い方

全身を洗う手順は、頭髪⇒顔⇒上半身⇒下半身   上半身の前側は、首⇒胸⇒腹⇒手の順で洗います。後ろ側
⇒陰部です。お年より本人が洗える部分は自分自  は、背中⇒腰の順で洗います。中心に向けて強 く、末梢に向

まっしょう

身で洗ってもらえるようにします。体の末梢から  けて弱く、マッサージするように洗いましょう。脇や指の間
中心に向かって動かすことが基本です。      などに垢がたまりやすいので、よく洗いましょう。

①
■タオルの持ち方

①4本の指に3分の2を巻きつける。

②残り3分の1を巻きつける。

③指の上の部分を下に折り返す。

④折り返した部分を手の間に挟む。

⌒

●  ●

●  ●

③
ノヽ

高森町インターネット利用促進連絡会議 (は な しのぶクラブ)ホ ームページア ドレス

h‖ p://wwwocOuntrypress.cOm/ne1/index.hlml

●顔の洗い方

洗う順序は、日頭⇒目尻⇒額⇒鼻⇒鼻の

下⇒口:⇒ほほ⇒耳です。

日は雑菌が入りやすい

ので注意。強くこすらず、

タオルの同じ面でふかな

いように。耳や耳の後ろ

は汚れやすいので、よく

洗いましょう。

一
　
Ｈ
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
は
「秋

一
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」
。
予
防
週

一
間
に
先
立
ち
Ｈ
月
４
日

（日
）
の
早

一
朝
６
時
、全
町
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

■■
響
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ

，一
て
い
る
非
常
呼
集
訓
練
で
、
火
災
時

一
期
と
な
る
冬
を
前
に
消
防
団
員
は
も

■一
ち
ろ
ん
、住
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
、防

一
災
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
行

一
わ
れ
た
も
の
で
す
。

一
　
こ
の
日
、
野
尻
、
草
部
、
色
見
、
高

一
森
の
全
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
の
訓

一
練
が

一
斉
に
行
わ
れ
、
各
地
に
鳴
り

一
響
い
た
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
サ
イ

・
レ
ン
に
よ
り
　
＾
、
各
分
団
は
速
や
か
に

一
所
定
の
位
置
に
集
合
、　
一
斉
に
放
水

一
を
開
始
し
、
あ
ら
た
め
て
日
頃
の
整

一
備
点
検
の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
　
１
月
９
日
に
は
午
前
１０
時
か
ら
防

一
火
パ
レ
ー
ド
が
高
森
駅
か
ら
市
街
地

一
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

●一
　
今
年
は
高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消

■
防
隊
を
先
頭
に
大
字
高
森
地
内
の

■一
各
分
団

（４
・
５
・
６
・
７
・
機
動

一
分
団
）
か
ら
消
防
車
７
台
の
パ
レ
ー

●一
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
肥
後
銀
行
前

一
や
熊
本
県
信
用
組
合
前
で
は
、幼
年

●
消
防
隊
が
「火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
。」

と
大
き
く
元
気
な
声
で
誓
い
、
火
の

用
心
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

一
　

こ
れ
か
ら
益
々
寒
く
な
り
、
火
を

一
使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
「火

一
の
用
心
」
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

毎年恒例の防火パレー ドが高森幼稚園の
幼年消防隊を先頭に、大字高森内 (4・
5・ 6・ 7・ 機動分団)の消防車で町内
をパレー ド。

(7)

コンピューターとインターネット Q&A

インターネットの歴史

1960年 代の終わりにアメ

リカで生まれました。最初

は当時高価 だった コ ン

ピューターを離れた場所か

らでも多人数で効率的に使

うことを目的に、軍事研究

用として使われたのが始ま

りです。

A 文章をつくるワープロ、
計算をする表計算、写真やビ

デオなどの画像編集、住所録

や現金出納帳などのデーター

ベース、そして、ゲームやイ

ンターネット接続などがあり

ます。 また、ワープロから
の文字を表計算に入れたり、

デジカメからの写真をワープ

ロに貼り付けたりなど、相互

のデーターの有効活用が出来

ます。これらのソフ トには

色々なものがあります。自分

で使いやすいもの、また、多

くの人が使っているものと同

じものか、互換性があるもの

を選ぶことも、データーのや

り取りをするようになってき

た時に大切な要素となりま

す。

Aロ ーマ字入力はたとえば
「か」と入れたいとき「 K」

「A」 と2つキーボードの文

字を打つ必要がありますが、

かな入力は「か」と一つ打て

ば良いわけです。しかし、党

えるキーの数はローマ字打ち

で26文字、かな打ちで45文

字となります。

このようにそれぞれの長所、

短所があります。文字の入力

方法は、コンピューターを始

めるときに避けて通れないこ

とです し、ここで難 しく

思ってしまうと先が続きま

せん。自分がやりやすい方

法をお選びください。

(タ ーミナルアダ

す。)

Qコ ンピューターで出来る 0マ ウスを使 うと腕と指が
ことは何ですか ? また、ソ 疲れます。何か良い方法はあ
フトの選び方について教えて りませんか ?
ください。

Qイ ンターネットにつなげ
るために必要なものは何です

か ?

Aマ ウスを使うときの大切
な基本は、手首を完全に机に

付けてしまうことです。

大きく動かす場合も手首を付

けたまま動かしてみてくださ

い。また、左右のボタンを押

す (ク リック)時 はベテラン

でも疲れます。極端な場合は

腱鞘炎にもなりますので、

手、肩や目を休ませるために

も休憩時間を定期的にとり、

身体を動かしたり、遠くを見

たりすることが大切です。

A大 まかに言うと次の 3つ
が必要です。1.コ ンピュー

ター 2.電 話回線  3.モ
デム (コ ンピューターと電話

回線をつなぐもので、今はほ

とんど内蔵 されている。ま

た、デジタル回線 (ISDN)の

場合

プタ

入
浴
に
は
、
清
潔
を
保

つ
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
皮
膚
機
能
の
向
上

・
・
・
皮
膚
を
清
潔

に
す
る
こ
と
で
新
陳
代
謝
や
皮
膚
の
生
理

機
能
が
よ
く
な
り
、
細
菌
感
染
か
ら
身
を

守

っ
た
り
体
温
調
節
機
能
を
高
め
た
り
し

ま
す
。

②
気
分
を
爽
快
に

・
・
・
要
介
護
状
態
に

あ
る
お
年
寄
り
に
と

っ
て
、
お
ふ
ろ
に

入

っ
て
温
ま

っ
た
り
体
を
洗

っ
た
り
す
る

こ
と
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
気
分
転
換
の
時

間
と
な
り
ま
す
。

③
身
体
観
察
の
機
会

・
・
・
入
浴
タ
イ
ム

は
、
お
年
寄
り
本
人
に
と

っ
て
も
介
護
者

に
と

っ
て
も
全
身
を
観
察
す
る
好
機
で
す
。

皮
膚
の
色
、
む
く
み
な
ど
見
過
ご
し
て
い

た
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

お
ふ
ろ
の
効
用

$,{*ws

忘年会 シーズン

お,酉は楽しくイ建康的に

①笑いながら共に楽しく飲もう
| | ‐11112)1自 分のペースでゆっくりと
O食べながら飲む習慣を
①自分の迪量にとどめよう
0週に211は休肝||を
(0)人に酒の無理強いをしない
(7く すりと ^緒には飲まない

③強いアルコール飲料は薄めて

O遅 くても夜12時で切りllげよう
⑩肝臓などの定期検査を

★
適
正
飲
酒
１０
か
条
★

冷 り

週
二
０
は
や
あ
と
く

収
入
役
室
の
窓
口
紹
介

高
森
町
指
定
金
融
機
関
制
度
が
４

月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
肥
後
銀
行
高
森
支
店
か
ら
派
遣

さ
れ
、
収
入
役
室
窓
口
業
務
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
津
留

あ
つ
代
で
す
。

私
の
窓
口
業
務
担
当
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
私
の
窓
口
業
務
担
当
以
外

の
時
間
帯
（午
前
８
時
３０
分
か
ら
９

時
ま
で
と
、
午
後
３
時
か
ら
５
時
１５

分
ま
で
）
は
役
場
担
当
の
方
が
対
応

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
支
払
い
業
務
の
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
誌
１８
ペ
ー
ジ

一
番

下
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(14)

1驚鼈議|:.111111准 1鶴臨、

僕たち・私たちは火遊びをしません。

②
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Q文字入力には「ローマ字
入力」と「かな入力」がありま

すが、どっちがいいですか
'

ー

■
一
■

‐
一
　

・・
■
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このな会 あなたの現i″ 重ゞ まで鬱).る. 阿蘇地域町村合併検討会だより
12
月
は
国
民
健
康
保
険
税

ノヽ

期

田丁
県
民
税

期

の
納
期
で
す

糸内
期
限

12
月
28
日

ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ

つ

納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「わ
か
り

や
す
く

。
書
き
や
す
い
申
告
書
を
」

と
い
う
声
に
お
こ
た
え
し
、
平
成
１４

年
１
月
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
新
し
く
な
り
ま
す
。

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト

．①
　
様
式
を
２
種
類
に
（分
離
課
税

用
な
ど
が
別
表
に
）

現
行
６
種
類
の
申
告
書
を
Ａ
・

Ｂ
の
２
種
類
に
統
合
し
、
分
離
課

税
用
申
告
書
、損
失
申
告
書
及
び

修
正
申
告
書
を
別
表
化
し
ま
し

た
。

②
　
用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
（用
紙

が
２
枚
に
）

申
告
書
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
Ａ

４
判
に
改
め
、
裏
面
か
ら
表
面
に

転
記
す
る
方
式
を
廃
止
し
、
用
紙

を
２
枚
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、申
告
書
の
記
載
欄
を
で

き
る
だ
け
簡
素
化
し
ま
し
た
。

③
　
記
載
欄
を
整
理

申
告
書
の
小
さ
な
文
字
の
説

明
文
や
計
算
式
を
整
理
し
、
で
き

る
だ
け
申
告
書
の
文
字
を
大
き

く
、
見
や
す
く
し
ま
し
た
。

④
　
手
引
き
を
充
実
（手
引
き
で
計

算
、
や
さ
し
い
申
告
）

「確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申

告
書
の
書
き
方
と

一
体
と
な
っ

た
計
算
欄
を
設
け
、手
引
き
の
中

で
所
得
金
額
な
ど
の
計
算
が
で

き

る
よ
う

に
し
ま

し
た
。

０
０
●
●

軽油引取税に係る免税証

の申請受け付けについて

農家の皆様が、トラクター等農業用機械に使われる軽油

について、軽油引取税の免税証を交付します。ご希望の方

は次の要領で申請してください。

■申請期間 平成 14年 1月 15日 (火)～ 1月 18日 (金 )
■申請に必要なもの

①免税証交付申請書一式

(阿蘇地域振興局総務部税務課にあります。)
・免税証交付申請書
・免税証交付申請書付表 1(免税軽油使用実績報告書)
・免税軽油所要数量計算明細書
・免税証交付申請書付表 2(軽油購入明細書)
②耕作証明書 (町村農業委員会で発行)

③免税機械等の所有・使用証明書 ( 又は所

有使用を証明する書類 (売

④機械の写真 (横・前・後か

⑤印鑑

⑥免税軽油使用

⑦免税軽油使用
者証

者証申請書 (初めて申請される

者証の有効期限が平成 14年 3月 31日 の方のみ)

③免税軽油の引き取りに係る報告書 (H13.4月 ～12月分)

※②は継続で申請される方で、使用者証の有効期限が平

成15年 3月 31日 の方は提出される必要はありません。

③④は継続で申請される方で登録機械に変更のない場

合は提出の必要はありません。

継続申請の方については③を必ず提出してください。

(提出がない場合は申請ができなくなります。)

■熊本県阿蘇地域振興局 (旧熊本県阿蘇事務所)総務部税務課
TEL0 9 6 7-22-1111(内 線324)

(13)

申告書新様式は、最寄りの税務署

や市区町村の窓口で閲覧できるほか、

国税庁ホームページ

【http://www.nta.go.jp】

熊本国税局ホームページ

【http:〃Ⅶw.k皿劉oto.nta.go.jpl

に掲載していますので、ぜひご覧く

ださい。

■
阿
蘇
税
務
署

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

・

２

２

・

０

５

５

１

ノ

町村合併のメリット・デメリッ ト(不安)に ついて、行政からの視点ではなく地域住民の皆さんの視点に立って

整理 しました。なお、行政組織の強化や運営の効率化、財政上のメリット等の行政におけるメリットについては次

号以降に掲載する予定です。(但 し、阿蘇地域の合併の枠組みが具体的になっていないことから、あくまで総論的な

メリット・デメリットにとどまっています。)

熊本県の最低賃金

※ 1 最低賃金は、常用・臨時・パートなどすべての労
働者に適用されます。

※2 時間額は時間給制の労働者に、日額は時間給制以
外の労働者にそれぞれ適用されます。

※3 最低賃金の対象となる賃金には、時間外・休日・
深夜手当や結婚手当、賞与、精皆勤手当、通勤手

当、家族手当は含まれません。

■詳細は、熊本労働局賃金室  TEL 096-355-3202

阿蘇労働基準監督署 TEL 0967-22-0628

●  ●

●  ●

合
併
検
討
会
第

１
号

で
は

・
・
・

阿
蘇
郡
内
の
町
村
が
、
人
口
減
少
・少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
や
、
社
会
環
境
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
日
常
の
生
活

行
動
範
囲
が
現
在
の
役
場
と
い
う
行
政
区
域
を

超
え
て
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
説

明
。

合
併
検
討
会
第

２
号

で
は

ｏ
・
・

学
校
教
育
、
道
路

・
上
水
道
の
整
備
、
国
民

健
康
保
険
や
介
護
保
険
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

農
林
業
等
の
産
業
振
興
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
、

納
税
者
の
税
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
町
村
が
行
っ
て
い
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
財
源
が
国
が
交
付
す
る
地
方
交
付
税

や
補
助
金
等
に
５
割
か
ら
６
割
程
度
依
存
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
こ
の
地
方
交
付
税
や
補
助
金
等

は
国
が
多
額
の
借
金
を
有
す
る
た
め
減
ら
さ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
等
を
説
明
。

今
後
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
納

税
者
の
方
々
の
負
担
を
増
や
さ
ず
に
、
今
地
域

住
民
の
方
々
が
受
け
て
い
る
町
村
の
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持

・
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地

域
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
手
段
と
し
て
は
、
人
件
費
等
の
行
政
の

内
部
経
費
の
削
減
と
多
く
の
人
が
薄
く
広
く
負

担
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
と
し

て
町
村
合
併
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

メ

リ

ッ

ト

・
利
用
可
能
な
窓
回
の
増
加
に
よ
り
、

住
民
票
の
発
行
等
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
が
居

住
地
や
勤
務
地
の
い
ず
れ
か
近
い
ほ
う

で
利
用
で
き
ま
す
。

・
地
域
内
の
全
て
の
公
共
施
設

（温
泉

セ
ン
タ
ー
等
）
を
町
内
料
金
で
利
用
で

き
ま
す
。

。
今
ま
で
利
用
で
き
な
か

っ
た
他
町
村

の
公
共
施
設

（図
書
館
等
）
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【政
策
的
な
項
目
】

・広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
道
路

（農
・

林
道
を
含
め
た
）
の
整
備
が
進
み
ま

す
。

・
重
点
的
、
集
中
的
な
道
路
整
備
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
（本
所
に
通
ず
る
整

備
が
進
み
ま
す
）

・
規
模
の
大
き
い
、
ま
た
は
グ
レ
ー
ド

の
高
い
公
共
施
設
の
整
備
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

・現
在
は
、
民
間
の
路
線
バ
ス
の
維
持

・

確
保
で
精

一
杯
だ
が
、
独
自
の
福
祉
バ

ス
等
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

・
合
併
議
論
や
地
方
分
権
の
進
展
に
よ

り
住
民
自
治
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

強
化
さ
れ
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト

【不
安
】

。
こ
れ
ま
で
愛
着
が
あ
っ
た
町
村
名
が
変
わ

る

。
・公
共
事
業

（道
路
整
備
等
）
が
効
率
性
の
側

面
か
ら
優
先
的
に
実
施
さ
れ
、
周
辺
部
の
整

備
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
あ

る
支
所
を
残
す
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

・
住
民
票
等
の
取
得
を
す
る
場
合
、
役
場
が
■

遠
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
行
政
区
域
の
拡
大
や
議
員
の
減
少
に
よ

っ

て
、
こ
れ
ま
で
上
げ
て
も
ら

つ
て
い
た
小
さ

な
問
題
等
、
住
民
の
意
見
が
行
政
に
反
映
さ

れ
に
く
く
な
る
。

・
合
併
す
れ
ば
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
が
失

わ
れ
る
。
今
あ
る
住
民
の
連
帯
意
識
が
薄
れ

て
い
く
。

役
場
で
顔
見
知
り
が
少
な
く
な
る
。

・
負
担

（税
金
）
や
使
用
料

（施
設
）
は
高
い

町
村
に
、
補
助
金

・
助
成
金
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
低
い
町
村
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

・
規
模
の
異
な
る
町
村
の
合
併
の
場
合
、

等
合
併
で
あ

っ
て
も
小
さ
な
町
村
は
大
き

町
村
に
吸
収
さ
れ
る
よ
う
な
意
識
に
な
る
。

・
合
併
対
象
の
町
村
の
財
政
力
が
ど
の
程
度

か
気
に
な
る
。

・
合
併
後
、
支
所
が
設
置
さ
れ
る
と
行
政
の

階
段
が

一
段
増
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

す

▲

ム
″一　
　
】 口

“

レ ′

解
決
策

①
旧
町
村
単
位
の
役
場
を
支
所
と
し
て
残

す
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

①
周
辺
部
に
も
配
慮
し
た
「新
町
建
設
計

画
（文
化
ホ
ー
ル
建
設
等
）」
を
策
定
す
る

こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

①
旧
町
村
単
位
の
役
場
を
支
所
と
し
て
残

▼
す
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

②
住
民
票
等
の
証
明
書
を
郵
便
局
等
で
も

発
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

③
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進
で
対
応
し
ま

す
。

①
地
域
審
議
会

・
地
域
モ
ニ
タ
ー
の
設

置
、
定
期
的
な
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

②
住
民
か
ら
の
直
行
便

・住
民
相
談
窓
口

の
設
置
、
情
報
公
開
制
度
を
導
入
し
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
合
併
の
事
例
で
は
、
地
域
文

化
と
町
村
の
行
政
単
位
と
は
直
接
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
こ
と
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
解
消
し
ま
す
。

①
地
域
の
伝
統
や
文
化
の
保
存
に
対
す
る

積
極
的
な
財
政
的
支
援
。

②
自
治
会
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
対
す
る
積
極
的
な
財
政
的
支
援
。

①
こ
れ
ま
で
の
合
併
の
事
例
で
は
、
合
併

の
検
討
の
際
に
調
整
し
、
住
民
負
担
は
低

い
町
村
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
高
い
町
村

に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

■ K , ▼ ▼口r

熊本県最低賃金

最低賃金額 (円 )
効力発生の日

日 額 時間額

41833 605 平成 13年10月 1日

産業別最低賃金
最低賃金額 (円 )

効力発生の日
日 額 時間額

紡績業
ねん糸製造業
織物業
靴下製造業

5,176 647 平成
12年

12月 25日

電気機械器具製造業 5,304 663

平成 13年
12月 20日

自動車・同部品製造業
船舶製造・修理業
船用機関製造業

51665 709

百貨店
(従業者 50人以上事業所で、

デバート・総合スーパー等)
5,408 676

(8)

一所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で

ｃ
・
ｏ

口 口



第 3回阿蘇地域町村合併検討会 開催

議題・ 検 討会 事務局 か ら・ 。・

国の厳しい財政状況を踏まえた構造改革

として、私たち町村の財政に大きな影響を

与える補助金の削減や、地方交付税の見直

しの状況を説明。

「今後の

北 。中部

一の官町、阿蘇町、南小国町、小国町、産山村、波野村

但し、北部では南小国町、小国町を基本として、大分県

日田郡中津江村、上津江村との合併も検討。

南  部 蘇陽町、高森町、白水村、久木野村、長陽村、西原村

この大枠の枠組みを基本として、各町村において住民の方々との意見交換を行っていくと

ともにそれぞれの大枠の枠組みの中の関係町村との意見交換をし、今後どの町村となら「合

併 しても一緒になって同じ目標を目指して助け合いながらやっていける」 との見通 しや、

メリット・デメリットを検討し、平成 14年 1月 を目途にどの町村と合併するのかをある程

度決めることとなりました。

消火器の備えは十分ですか ?

これから先寒くなり火を取 り扱う事が多 くなり、火災

の発生も多 くなります。いざという時のために各家庭に

消火器を 1本は備えておきましょう。

消火器は火災発生時の初期消火 (火

が天丼に燃え移るまで)には十分な効
果があります。

消火器の使 い方

①安全ピンを抜く。

②ノズルをはずし火のほうへ向ける。

③レバーを強く握る (粉末が噴き出す)。

(火の元から少し離れて消火する)

※消火器は取りやすいところ、見えると

ころに置きましょう。

問い合わせ

南部分署 TEL 2-9034
野尻草部分駐所 TEL 4-0218

町
村
合
併

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  TEL 2-9034

―

よ
り
具
体
的
検
討

―

《具
体
的
な
内
容
》

平
成
１４
年
４
月
か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
す

保
険
料
の
半
額
免
除
制
度

ま
た
、
半
額
免
除
期
間
に

つ
い
て
は
、
年
金
の
受
給
権

発
生
の
資
格
期
間
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
の
計
算
を
す
る

際
に
は
、
保
険
料
納
付
済
み

期
間
の
３
分
の
２
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

現
在
、免
除
期
間
に
つ
い
て
は
４

月
～
翌
年
３
月
ま
で
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
を
免
除
さ
れ
る
た

め
に
は
、
５
月
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
５
月
に
提
出
し
て
も
前

年
所
得
を
確
認
す
る
た
め
に
は
所

得
の
確
定
す
る
６
月
～
７
月
ま
で

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
免
除
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、被
保
険
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

来
年
４
月
か
ら
は
、免
除
期
間
を
前

年
所
得
が
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
７

月
～
６
月
と
な
り
ま
す
。

● ●

●  ●

現
在
、
国
民
年
金
制
度
で
は
所
得

が
低
く
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
負

担
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴

っ
て
、今

後
ま
す
ま
す
引
き
上
げ
ら
れ
、
免
除

か
非
免
除
か
と
い
う
二
者
択

一
の
免

除
制
度
で
は
、被
保
険
者
の
負
担
能

力
へ
の
配
慮
を
き
め
細
か
く
行
え
る

よ
う
に
、
半
額
免
除
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

こ
の
半
額
免
除
制
度
の
対
象
者

と
な
る
の
は
、前
年
所
得
が
扶
養
家

族
等
の
有
無
や
数
に
応
じ
て
政
令
で

定
め
る
額
以
下
の
人
で
す
。
具
体
的

に
は
、
単
身
者
な
ら
前
年
所
得
が
６８

万
円
以
下
で
、
夫
婦
子
ど
も
２
人

（子
の
１
人
は
１６
歳
以
上
２３
歳
未
満
）

の
モ
デ
ル
世
帯
の
場
合
な
ら
、
前
年

所
得
が
２
９
０
万
円
以
下
で
す
。

半
額
免
除
や
全
額
免
除
に
つ
い

て
は
、
学
生
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
学

生
納
付
特
例
制
度
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

免
除
期
間
の
変
更
　
　
　
　
　
学
生
納
付
特
例
制
度

高森警察署 丁EL 2-0110

師 走 の 街 に ご 用 心 (特別警戒活動の実施 )

◆年末年始における特別警戒活動の強化

年の暮れは、どこの家庭や職場でも正月を迎える

準備等の気忙しさから、「心にスキ」をつくりがちな

時期であり、各種犯罪の被害も心配されます。

特に、この時期は多額の現金が動く機会も多く、全

国では例年金融機関等を狙った強盗事件をはじめ、

ひったくり・強制わいせつなどの路上犯罪や空き巣

ねらいなどの侵入盗が発生しています。

このため、警察ではこの時期における各種犯罪や

事故の未然防止を図るため、特別警戒活動を実施し

ます。

◆期間

平成 13年 12月 1日 (土 )か ら平成 14年 1月 3日

(木 )ま での 34日 間

◆活動の重点
○金融機関。現金輸送車・深夜スーパー・ぱちんこ

景品買取所対象強盗事件の防止

○ひったくり・強制わいせつ等路上犯罪の防止

○空き巣ねらい。忍び込み等住宅対象侵入盗の防止

おE罪肪 ぜ

国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
の
学
生

に
つ
い
て
も
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
の
ほ

と
ん
ど
が
収
入
が
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
親
が
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
親
の
負
担
を
解
消

し
、
本
人
が
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
を
期
待
し

て
、
昨
年
４
月
か
ら
、
学
生
本
人
が

一
定
所
得
以
下
の
場
合
に
は
、
学
生

期
間
中
は
保
険
料
納
付
を
免
除
す

る

「学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場

住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１
（内
線
１
３
２
）

″
消防なんでも南

=B分
署

あなたの家庭は「住宅防火意識」の高

「はい」がいくつあるかチェックしてみてください

①家の周りに燃えやすいものを置かない。

は絶対 しない。

―ブは火を消してから給油している。

手の届 くところにマッチやライターを置かなυ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

⑤コンロのそばを離れるときは、必ず火を消す。

⑥コンロの周りはいつも整理整頓している。

②洗濯物はストーブの上には千さない。

③ストーブをつけたまま寝ない。

⑨アイロンやドライヤーなどの使用後はプラグを抜

⑩住宅用消火器を備えている。

。7～ 9コ もう少し'4～ 6コ 不安 。3コ以下

Ｃ

Ｃ

家ヽ庭し すで

②寝た|ゴ

ス ト

もど の

あなたの家の防火

「はい」1

〇

〇

〇

〇

〇

〇

夜
間
の
金
庫
利
用
時
や
現
金
引
出
し
後
は
、

の
前
か
ご
に
バ
ッ
グ
な
ど
を
入
れ
る
と
き
は
、

い
主
錠
を
取
り
付
け
る
ほ
か
、
補
助
錠
及
び

・
性
能
の
よ

☆

で 大
行
動
し

金
を
引
き

す
る
ｃ

★

金

(9) (12)

妙

錮

へ

，

G

の
②

国

民

年

全
だ

よ

り



兼首土のいた1ビきまあ
子どもの体と心を伸ばす食生活

時代の流れとともに、食環境は大きく様変わりしました。

豊富な食材、いつでもどこでも手軽に食べられる環境、あふ

れる食情報と・・現代の食生活は一見 じゆうぶん満たされて

いるように思えますが、その一方で大人の病気であった生活

習慣病が子どもたちにまで広がり、「疲れた。だるい」を連発

する子、「キレやすい子」の出現など、食生活の乱れによる体

や心の トラブルが問題視されるようになりました。

人間は、食べ物に含まれている栄養によって成長し、それ

をエネルギーにして体を動かすことができます。

私たちのからだをつくる栄養のはたらきを知りましょう。

☆ 体 を動かす力になる   _
脂質 (植物油、バ ター、マーガリン・・)

エネルギーのもとになる栄養素で、ホルモンの原料

や細胞膜の成分になったり、神経の機能にも関わって

います。                  |
糖質 (米、バン、麺類、いも)

筋肉を動かしたり、脳を働かせるなど、イ本を動かす

ために欠かせないエネルギー源です。

☆ 血や肉をつくる

| たんぱく質 (肉、魚、卵、豆、豆製品、牛乳、乳製品)

血や筋肉をつくるのに役立ち、ホルモンや酵素、免

疫物質の材料になります。

☆ 腸のそうじをして使秘 を防ぐ

食物繊維 (根莱類、いも、海藻、豆、きのこ)

腸の中で水分を吸収してふくらみ、便のカサを増や

して便通をよくします。

☆ 体の調子 をととのえて、病気から体 を守る

ミネラル類 (野菜、小魚、乳製品、海藻、貝 )

骨や歯、血液や体液などの成分で、カルシウム、ナ

トリウム、鉄、マグネシウムなど約40種類があります。

ビタミン

人間の体の複雑なはたらきを維持していくために欠

かせないもので、ビタミンA,B類 、C、 D、 Eな どがあ

ります。

これらの食べ物をいろいろ組合せてまんべんなく

とることで、栄養が偏 りなく体内にとり入れられ、

健康を維持することができます。

年間出生者数

乳
幼
児
の
健
康
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
ｃ

ｌ２
月
は
師
走
と
よ
ば
れ
、年
末
年

始
の
準
備
で
大
忙
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
？今
月
は
、
町
の
乳
幼
児
健
診
の
結

果
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
全
国
的
に
も
少
子
化
問
題

と
し
て
、
子
ど
も
の
出
生
数
が
年
々

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
町

の
年
間
出
生
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か

ご
存
知
で
す
か
？

次
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。

平
成
６
年
か
ら
Ｈ
年
ま
で
の
出
生

数
を
比
較
し
て
み
る
と
減

っ
て
い
る

の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
３
ヶ
月
児
健
診
・

６
ヶ
月
児
健
康
相
談
・１
歳
６
ヶ
月

児
健
診
・３
歳
児
健
診
を
行

っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

・

３
歳
児
健
診
で
の
社
会
性
・基
本
的

生
活
習
慣
の
獲
得
状
況
を
見
て
み

十
Ｆ
し
よ
つヽ
。

1歳 6ヶ 月児のアンケート結果  (%)

3歳児のアンケート結果 (%)

●  ●

●  ●

１
歳
６
か
月
児
健
診
で
は
「排
泄

の
し
つ
け
を
始
め
て
い
な
い
」
が
最

も
多
く
半
数
を
占
め
て
お
り
、偏
食

な
ど
の
「食
行
動
の
問
題
」
が
次
い

で
多
い
よ
う
で
す
。

３
歳
児
健
診
で
は
、
「
お
や
つ
の

時
間
を
決
め
て
い
な
い
」
「食
事
に

つ
い
て
困

っ
て
い
る
」
が
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。

お
や
つ
と
い
っ
て
も
幼
児
の
お

や
つ
は
食
事
の

一
部
で
す
。
「
三
つ

子
の
魂
百
ま
で
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
る
よ
う
に
離
乳
食
か
ら
３
歳
に

な
る
ま
で
は
特
に
食
行
動
に
は
気
を

配
り
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
最
近
、
３
歳
児
健
診
に
来
ら

れ
な
い
方
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

同
じ
年
代
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ

ん
同
士
の
情
報
交
換
の
場
・お
子
さ

ん
の
成
長
を
支
援
す
る
場
と
し
て
是

非
受
診
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
人

権

」

農
業
者
年
金
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

農
業
者
年
金
は
、
食
料

・
農
業

・
農
村
基
本
法
に
即
し
た
政
策
年
金
と
し

て
、
平
成
１４
年
１
月
１
日
よ
り
新
し
い
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
は
こ
う
な
り
ま
す

農
業
従
事
者
は
広
く
加
入
で
き
ま
す

農
業
に
年
間
６０
日
以
上
従
事
す
る

６０
歳
未
満
で
、
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
あ
れ
ば
、農
地
等
の
権
利

名
義
が
な
く
て
も
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

新
し
い
制
度
は
積
立
方
式
で
す

納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
が
、

一
将
来
あ
な
た
の
年
金
の
原
資
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
賦
課
方
式
と
異

な
り
、
加
入
者

・
受
給
者
数
な
ど
の

影
響
を
受
け
に
く
い
長
期
的
に
安
定

し
た
制
度
に
な
り
ま
す
。

一
保
険
料
に
国
庫
助
成
が
あ
る
公
的
年

金
制
度
で
す

現
行
制
度
に
加
入
し
て
い
る
平
成

１４
年
１
月
１
日
現
在
５５
歳
未
満
で
、

２０
年
要
件
を
満
た
す
見
込
み
の
あ
る

方
は
、
全
員
無
条
件
で
平
成
１６
年
１２

月
ま
で
保
険
料
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

通
常
保
険
料
と
特
例
保
険
料
が
あ
り

ま
す

・
　

通
常
保
険
料
と
は
政
策
支
援
を
受

一
け
な
い
方
の
保
険
料
で
、
月
額
２
万

円
を
下
限
と
し
て
千
円
刻
み
で
６
万

７
千
円
ま
で
増
額
で
き
ま
す
。
特
例

保
険
料
と
は
政
策
支
援
を
受
け
る
方

（条
件
が
あ
り
ま
す
）
の
保
険
料
で
、

国
の
助
成
額
を
除
い
た
額

（月
額
２

万
円
―
助
成
額
）
で
す
。

新
し
く
支
給
さ
れ
ま
す
　
・

農
業
者
老
齢
年
金

加
入
者
が
納
付
し
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
を
原
資
と
す
る
年
金
で
、

終
身
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
６５

歳
受
給
開
始
が
原
則
で
す
が
、
６０
歳

ま
で
繰
り
上
げ
支
給
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

特
例
付
加
年
金

政
策
支
援
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対

し
て
、
国
庫
か
ら
助
成
を
受
け
た
額

と
そ
の
運
用
益
を
原
資
と
す
る
年
金

で
、
一
定
の
支
給
要
件
を
満
た
し
た

時
か
ら
終
身
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま

す
。

死
亡

一
時
金

加
入
者
及
び
受
給
権
者
が
８０
歳
に

達
す
る
前
に
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
額

は
、
死
亡
し
た
日
の
翌
月
か
ら
８０
歳

に
達
す
る
月
ま
で
死
亡
者
に
農
業
者

老
齢
年
金
を
支
給
す
る
と
仮
定
し
た

場
合
の
額
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た

額
と
な
り
ま
す
。

■
高
森
町
農
業
委
員
会

ＴＥＬ
２

・
１
，
１
１
１

（内
線
１
５
１
）

《
考
え
て
み
ま
し
よ
う

》

「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

知

っ
て
い
ま
す
か
。

ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
は

「文
化
的

・社

会
的
に
作
ら
れ
た
性
」
の
こ
と
。
女

ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
と
い
う
考
え
の

基
本
に
は
、
こ
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
い

「男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
を

制
定
す
る
な
ど
、
本
当
の
男
女
の
平

等
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

う
考
え
方
が
関
わ

っ
て
い
ま
す
ｃ

「男
女
平
等
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

現
実
に
は
、
男
と
女
は
体
格
な
ど
に

明
ら
か
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
ん
な
違

い
を
そ
の
ま
ま
社

会

・
文
化

・
心
理
的
な
差
に
結
び
つ

け
て
、
「女
ら
し
く
男
ら
し
く
」
と

考
え
る
こ
と
は
間
違
い
で
す
。

男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
こ
う
あ
る

べ
き
と
決
め

つ
け
る
こ
と
な
く
、
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
考
え
、
尊
重
し

て
い
き
ま
し
よ
う
ｃ

国
際
連
合
も
、
女
性

へ
の
差
別
を

な
く
す
た
め
に
「女
性
差
別
撤
廃
条

約
」
を
制
定
し
、
日
本
に
も

こ
の
条

約
を

１
９
８
５
年

に
受

け
入
れ
、

〈　
守
る
も
の
　
大
切
な
も
の
　
そ
れ
が
人
権
　
〉

昨
年
の
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら

(10)(11)

健康購塵
保健婦がら

あなたへの

男 女 計

H6 45 37 82

H7 45 31 76

H8 26 24 50

H9 31 35 66

H10 28 33 61

Hll 22 32 54

排泄のしつけを始めていない 48

手洗い 。歯みがきをしていない

哺乳ビンを使っている 20

母乳を飲ませている

食事・行動に問題がある 25

水をコップで飲ませている
手づくι)おやつ

～ ごまオリんとう ～
□材料 (10人分 )

ホットケーキミックス 100g、 薄力粉

100g、 水 120cc、 ごま30g、 揚げ油

□作り方

①ホットケーキミックスと薄力粉を

合わせ、ごま・水を加えて混ぜ、こ

ねる。②打ち粉をして薄く伸ばし、

長さ10セ ンチ・幅5～ 7ミ リに切る。

③ 160℃の油できつね色になるまでしっかりあげる。

※ごまの変わりにいりこの粉末を入れてもよい。

食生活改善推進委員 本田みゆきさん (村山)の作品

ごっこ遊びをしない

他の子と遊べない

落ち着きや集中力がない

自分自身のことを一人でしない

排泄について困っている 10

歯みがきをしない

指 しゃぶりをする 21

食事について困っている 25

おやつの時間を決めていない 25

修


